
第３期総括詳報

鼻
を
カ
バ
ー

正しい
マスクの着け方
正しい
マスクの着け方

顎の下までカバー

間
な
し

（厚生労働省の発表を基に作成）

家族への感染を
防ぐための注意点

療養は個室で。
定期的に換気を

世話をする人はできるだけ
限定。マスクを着け
こまめに手洗い
ドアノブなど手で触れ
る共用部分の消毒を
本人の体液が付いた衣服を
扱う際は手袋、マスク着用
はなをかんだティッシュな
どのごみは密閉して捨てる

ペーパータオルで手を拭く。
水道の栓はペーパータオル
　　　　　　　　で閉める

手のひらを洗う

手の甲を（皮を伸ばす
ように）洗う

指を１本ずつ、指の
間も洗う

親指を手のひらでねじる
ように洗う

手首を洗い、最後に流水で
十分すすぐ

指先と爪の間を洗う

時
計
や
指
輪
は
外
す

使
い
捨
て
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
の
使
用
が
勧
め
ら
れ
る

〜

秒
か
け
て
洗
う
。「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー
」

の
歌
2
回
が
目
安

手をぬらし、
せっけんを
泡立てる

中国・武漢市が発端の新型コロナウイルス感染症は世界的大流行に

至った。国内でも前例のない入国制限やイベント中止、休校が相次ぎ、

社会のあらゆる面を揺さぶっている。広まる感染への対処法は―。

日 ＷＨＯが「パンデミック（世界
的大流行）」表明

日 新型コロナウイルス特措法が成
立、緊急事態宣言が可能に。ＷＨ
Ｏがパンデミックの中心は欧州
に移ったとの認識示す。トランプ
米大統領が国家非常事態を宣言

６日 世界の感染者が 万人超える
３月４日 国内の感染者が 人超える

日 北海道の鈴木直道知事が「緊急
事態宣言」

日 安倍晋三首相が全国の小中学校、
高校を３月２日から臨時休校に
する考えを表明

日 神奈川県の 代女性が死亡。国
内初の死者

８日 武漢市で入院していた日本人男
性が新型肺炎の疑いで死亡

３日 横浜に到着したクルーズ船の検
疫開始。その後、乗客や乗員の
集団感染が判明

２月１日 日本で感染症法の指定感染症に。
香港で感染確認された男性が日
本に戻るクルーズ船に乗ってい
たことが判明

日 世界保健機関（ＷＨＯ）が緊急
事態宣言

日 武漢のツアー客を乗せた日本人
バス運転手の感染確認。渡航歴
のない感染者は国内初

日 神奈川県在住で中国籍の男性の
感染を確認と厚生労働省が発表。
国内初の確認

年
１月９日

中国で患者から新型コロナウイ
ルス確認と報道

年
月

中国湖北省武漢市が原因不明の
肺炎患者を確認と発表

日 クルーズ船の乗客の 代男女が
死亡。乗船者で初の死者

新型コロナウイルスを巡る経過

ク
ラ
ス
タ
ー

（
感
染
者
の
集
団
）

感染

感
染
者

ごく一部が
多くの人にうつす

多くの人は周囲に広めない

換気の悪い閉鎖空間で
クラスターが発生

移
動
し
て
連
鎖

※ 日正午時点。厚労省による

北海道 ２カ所

1

1

3

1

2

【発生】

1新潟

愛知

千葉

東京

神奈川
大阪

兵庫

ライブバーや展示会

全国クラスターマップ

５人以上感染者数が 10人以上

スポーツジム

医療機関や
福祉施設

屋形船

ライブハウス

卓球
スクール

スポーツジムや
福祉施設

医療機関や
福祉施設

2

早期に発見して
連鎖を絶つ

クラスター
対策班
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教
訓
当
事
者
か
ら
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
へ
伝
承

誓
う

自
分
の
目
で
確
認

自
分
の
目
で
被
災
地
を
見

て
、
被
災
地
の
現
状
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
大
川

小
が
印
象
に
残
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ン
生
と
し
て
１
年
間
、
次

世
代
塾
に
参
加
し
て
み
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
が

高
ま
り
ま
し
た
。
（
仙
台
市
青

葉
区
・
東
北
福
祉
大
２
年
・
鈴

木
真

ま

羽
う

さ
ん
・

歳
）

多
様
な
考
え

刺
激

被
災
者
の
話
を
聞
き
、
当
時

の
気
持
ち
な
ど
を
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
他
大
学
の
学

生
と
交
流
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
若
い
世
代
が
、
震
災
を
子

ど
も
の
世
代
に
伝
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
（
仙
台
市

若
林
区
・
東
北
福
祉
大
３
年
・

菅
野
萌

も

愛
あ

さ
ん
・

歳
）

知

な
い

多
い

仙
台
市
内
で
震
災
を
経
験
し

ま
し
た
が
、
知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付

き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
被
災
地
の
現
状
を
自
分
の

目
で
見
て
、
被
災
者
の
話
を
直

接
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
（
仙
台
市
宮
城
野
区

・
東
北
福
祉
大
２
年
・
大
友
唯

衣
さ
ん
・

歳
）

人
々
の
支
え

胸
に

実
際
に
被
災
現
場
に
赴
き
、

初
め
て
津
波
で
壊
さ
れ
た
学
校

や
住
宅
跡
地
を
見
ま
し
た
。
震

災
９
年
を
迎
え
た
被
災
者
の
気

持
ち
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
情
報
や
人
を
集
め
、
復
興
を

支
え
て
い
る
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
（
仙
台
市
太
白
区
・
東
北

福
祉
大
２
年
・
菅
野
里
架
さ
ん

・

歳
）

地
域
の
絆
が
大
切

災
害
時
の
対
応
や
復
興
に
は

地
域
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
生

と
し
て
取
材
、執
筆
す
る
中
で
、

伝
え
た
い
こ
と
を
強
調
す
る
文

章
の
書
き
方
が
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
発
信
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
仙
台
市

青
葉
区
・
東
北
福
祉
大
３
年
・

橋
坂
耀
さ
ん
・

歳
）

聞
く
大
切
さ
認
識

前
年
度
に
続
き
２
度
目
の
受

講
で
す
。
被
災
地
の
現
状
を
知

り
、
被
災
者
の
思
い
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
防
災
・
減
災
に
関

心
を
持
つ
若
い
世
代
が
さ
ら
に

増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
仙
台
市
宮
城
野
区
・
東
北
福

祉
大
３
年
・
内
村
大
樹
さ
ん
・

歳
）
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⊃

次
世
代
塾
第
３
期
の
運
営
を
補
助
し
た
東
北
福
祉
大
イ
ン
タ
ー
ン
登
録
生
８
人
が

１
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
の
第
３
期
は

回
の
講
座
を
終
え
、

人
が

修
了
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、

日

に
実
施
予
定
だ
っ
た
修
了
式
は

中
止
し
た
。

宮
城
県
内
を
中
心
に
関
東
、

関
西
を
含
む

大
学
の
学
生
や

若
手
社
会
人
ら
１
３
９
人
が
登

録
し
た
。
修
了
者
の
内
訳
は
学

生

人
、
社
会
人
４
人
。
東
北

福
祉
大
３
年
の
内
村
大
樹
さ
ん

、
橋
坂
耀

こ
う

さ
ん

、
宮

城
教
育
大
１
年
木
村
百
花
さ
ん

が
出
席

回
の
皆
勤
賞
、

２
人
が

回
の
精
励
賞
を
受
け

た
。講

座
は
毎
月
１
回
土
曜
日

に
、
仙
台
市
宮
城
野
区
の
東
北

福
祉
大
仙
台
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
た
。
３
回
は
仙
台

市
や
石
巻
市
な
ど
の
津
波
被
災

地
を
視
察
。
全
て
の
講
座
を
通

し
て
被
災
者
、
教
員
、
医
療
福

祉
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

震
災
の
当
事
者
か
ら
被
災
現
場

や
復
興
の
教
訓
を
学
ん
だ
。

皆
勤
賞
受
賞
者
の
う
ち
、
教

員
志
望
の
木
村
さ
ん
は
「
ど
ん

な
大
人
に
な
り
た
い
の
か
問
い

掛
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
い

つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
を
児
童
生
徒
に
ど
う
伝

え
る
か
、
深
く
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
振
り
返
っ
た
。

次
世
代
塾
は
「
３
１
１
次
世

代
塾
推
進
協
議
会
」
が
運
営
す

る
。構
成
団
体
は
河
北
新
報
社
、

東
北
福
祉
大
、
仙
台
市
、
東
北

大
、
宮
城
教
育
大
、
東
北
学
院

大
、
東
北
工
業
大
、
宮
城
学
院

女
子
大
、
尚
絅
学
院
大
、
仙
台

白
百
合
女
子
大
、
宮
城
大
、
学

都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
日

本
損
害
保
険
協
会
、
み
ち
の
く

創
生
支
援
機
構
。

３
１
１
次
世
代
塾
推
進
協
議
会
は
、
第
４
期
（
２
０
２
０
年
４

月
〜

年
３
月
）
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

代
後
半
か

ら

代
前
半
ま
で
の
高
校
生
や
大
学
生
、
社
会
人
が
対
象
で
受
講

無
料
で
す
。
講
座
の
概
要
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
河
北
新
報
オ
ン

ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

連
絡
先
は
事
務
局
の
河
北
新
報
社
防
災
・
教

育
室
０
２
２

２
１
１

１
５
９
１
、
メ
ー
ル
は

復
興
は
途
上

実
感

震
災
の
復
興
が
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
被
災
者
の
心
は
傷
つ
い
た

ま
ま
で
す
。
大
切
な
も
の
を
失

っ
た
悲
し
み
や
大
津
波
の
恐
怖

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の

人
に
被
災
地
の
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
（
仙
台
市
青
葉

区
・
東
北
福
祉
大
２
年
・
武
藤

有
沙
さ
ん
・

歳
）

震
災
知
識
増
え

震
災
の
知
識
が
増
え
、
視
野

が
広
が
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
を
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い

人
に
伝
え
た
い
。
他
大
学
の
学

生
や
社
会
人
と
の
意
見
交
換
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
原
稿
の
執

筆
は
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
い
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
（
仙
台

市
若
林
区
・
東
北
福
祉
大
３
年

・
橋
本
瑚
都
さ
ん
・

歳
）

歌
２
回
が
目
安

主
要
な
感
染
経
路
は
せ
き
な
ど
で

飛
び
散
る
し
ぶ
き
（
飛

ひ

沫
ま
つ

）
を
吸
い

込
む
飛
沫
感
染
と
、
ウ
イ
ル
ス
が
付

い
た
手
で
目
、
鼻
、
口
を
触
る
こ
と

に
よ
る
接
触
感
染
と
考
え
ら
れ
る
。

飛
沫
感
染
は
症
状
の
あ
る
人
か
ら

２
㍍
以
上
離
れ
る
こ
と
、
接
触
感
染

は
手
洗
い
で
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
。

専
門
家
が
特
に
重
要
だ
と
強
調
す
る

の
が
流
水
と
せ
っ
け
ん
に
よ
る
手

洗
い
だ
。
正
し
い
方
法
を
確
認
し
よ

う
。ま

ず
手
を
ぬ
ら
し
、
せ
っ
け
ん
を

泡
立
て
る
。
最
初
か
ら
泡
の
状
態
で

出
て
く
る
製
品
も
あ
る
。

〜

秒

か
け
て
隅
々
ま
で
洗
う
。
「
ハ
ッ
ピ

ー
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー
」
の
歌

２
回
が
目
安
だ
。

親
指
や
手
首
は
洗
い
方
が
雑
に
な

り
や
す
い
か
ら
気
を
付
け
て
。
流
水

で
す
す
い
だ
後
は
使
い
捨
て
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
く
の
が
お
勧
め
。
水

道
の
栓
を
閉
め
る
際
は
そ
の
タ
オ
ル

発

に

条
件

を
使
う
と
よ
い
。

せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
何
ら
か
の

症
状
が
あ
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着

け
、
飛
沫
を
ま
き
散
ら
さ
な
い
よ
う

に
す
る
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守

り
た
い
。
マ
ス
ク
は
鼻
か
ら
顎
の
下

ま
で
カ
バ
ー
し
、
顔
と
の
間
に

間

が
な
い
よ
う
正
し
く
装
着
す
る
。
外

す
と
き
は
表
面
に
触
れ
な
い
よ
う
ゴ

ム
の
部
分
を
持
っ
て
外
し
、
そ
の
ま

ま
捨
て
る
。
続
い
て
手
洗
い
も
忘
れ

ず
に
。

自
治
体
や
国
の
調
査
か
ら
、
こ
の

ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
方
の
特
徴
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
感
染
者
の
多

く
は
誰
に
も
う
つ
し
て
い
な
い
。
だ

が
一
定
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
１
人
か

ら
何
人
も
が
感
染
し
、
感
染
者
の
集

団
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
が
で
き
て
し
ま

う
。政

府
の
専
門
家
会
議
は
①
換
気
の

悪
い
閉
鎖
空
間
②
人
が
密
集
③
近
距

離
で
の
会
話
｜
の
３
条
件
が
同
時
に

重
な
る
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

や
す
い
と
分
析
。
例
と
し
て
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、屋
形
船
、

懇
親
会
な
ど
を
挙
げ
、
満
員
電
車
は

通
常
①
と
②
だ
が
場
合
に
よ
っ
て
③

も
重
な
る
と
し
て
市
民
に
注
意
を
呼

び
掛
け
る
。

ど
れ
だ
け
注
意
し
て
も
、
感
染
症

は
防
げ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
せ
き
が

続
き
、
熱
っ
ぽ
く
て
「
も
し
か
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
？
」
と
疑
っ
た
場
合
、

厚
生
労
働
省
は
軽
症
な
ら
数
日
は
自

宅
で
様
子
を
見
る
よ
う
求
め
て
い

る
。厚

労
省
が
公
表
し
た
相
談
・
受
診

の
目
安
に
よ
る
と
、
風
邪
症
状
や

水
分
取
り
安
静

・
５
度
以
上
の
熱
が
４
日
以
上
続
い

た
ら
各
地
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
」に
電
話
で
相
談
す
る
。

た
だ
し
高
齢
者
や
、
糖
尿
病
を
は
じ

め
と
す
る
持
病
が
あ
る
人
な
ど
は
４

日
を
待
た
ず
２
日
程
度
続
い
た
ら
相

談
し
、
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が

あ
る
場
合
は
す
ぐ
に
電
話
を
し
よ

う
。軽

い
症
状
で
自
宅
療
養
す
る
場

合
、
本
人
は
脱
水
予
防
の
た
め
水
分

を
十
分
に
取
っ
て
安
静
に
す
る
の
が

基
本
。
症
状
を
緩
和
す
る
市
販
薬
を

飲
ん
で
も
い
い
が
、
薬
の
種
類
は
記

録
し
て
お
き
た
い
。

厚
労
省
は
家
族
へ
の
感
染
を
防
ぐ

た
め
の
注
意
点
を
公
表
し
て
い
る
。

療
養
は
個
室
に
し
、
食
事
も
就
寝
も

家
族
と
は
別
に
す
る
。
部
屋
は
定
期

的
に
換
気
を
。
世
話
を
す
る
人
は
で

き
る
だ
け
１
人
に
限
定
し
、
マ
ス
ク

を
着
け
て
こ
ま
め
に
せ
っ
け
ん
で
手

洗
い
を
す
る
。

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
手
で
触
れ
る
共
用

部
分
は
家
庭
用
の
塩
素
系
漂
白
剤

（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
薄

め
液
で
消
毒
後
、
水
拭
き
す
る
。
タ

オ
ル
の
共
用
は
不
可
。

体
液
が
付
い
た
衣
服
を
扱
う
際
は

手
袋
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
家
庭
用

洗
剤
で
洗
濯
し
て
完
全
に
乾
か
す
。

は
な
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

ご
み
は
密
閉
し
て
捨
て
る
。

ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
「
か
か
ら
な

い
」
「
広
げ
な
い
」
た
め
に
一
人
一
人
の
行
動
が
大
切
。
家
庭
で
で
き
る
対
策

を
ま
と
め
た
。

手
洗

マ
ス
ク

密
集

避
…

一

一

の
行
動
鍵
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家庭でできる対策
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万
人
失
業
恐
れ

Ｉ
Ｌ
Ｏ
予
測

金
融
危
機
超
え
も

新型コロナ【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
国
際

労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）は

日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
全
世
界
で
最
大
２

４
７
０
万
人
が
失
業
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
の
予
測
を
発
表

し
た
。
２
０
０
８
〜

年
の
金

融
危
機
で
の
失
業
者
２
２
０
０

万
人
を
超
え
る
可
能
性
が
あ

る
。Ｉ

Ｌ
Ｏ
は
、
社
会
保
障
や
有

給
休
暇
、
短
時
間
労
働
な
ど
を

活
用
し
た
り
、
中
小
企
業
へ
の

免
税
措
置
な
ど
を
導
入
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
失
業
者
の
増
加

は
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
影
響
が
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
た
場
合
は
、
失
業

者
は
５
３
０
万
人
増
に
と
ど
ま

る
と
予
測
し
て
い
る
。

失
業
者
の
増
加
で
、
労
働
者

の
収
入
も
今
年
末
ま
で
に
８
６

０
０
億
〜
３
兆
４
千
億
㌦
（
約

兆
〜
約
３
７
０
兆
円
）
減
少

す
る
と
予
想
し
た
。
収
入
減
を

受
け
て
消
費
も
冷
え
込
む
と
み

ら
れ
、
景
気
へ
の
影
響
は
必
至

と
み
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
ラ
イ
ダ
ー
事
務
局

長
は
「
も
は
や
保
健
の
側
面
だ

け
で
な
く
、
労
働
市
場
や
経
済

面
で
も
甚
大
な
影
響
が
あ
る
深

刻
な
世
界
的
危
機
だ
」
と
し
て

い
る
。

１
日
３
・
２
㌦
未
満
の
購
買

力
で
生
活
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
（
働
く
貧
困
層
）
も
、
以
前

の
予
測
で
は
今
年
は
１
４
０
０

万
人
減
少
す
る
と
み
ら
れ
て
い

た
が
、
逆
に
８
８
０
万
〜
３
５

０
０
万
人
増
加
す
る
見
通
し
。
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ク
ラ
ス
タ
ー

な
お
懸
念

横
浜
港
に
停
泊
す
る
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
‖
２
月
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国

内

日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か

ら
、
約
２
カ
月
で
流
行
は
全
国
へ

広
が
っ
た
。
国
内
の
感
染
者
は
千

人
を
超
え
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
船

者
や
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
帰
国

者
を
除
い
て
も
千
人
に
迫
る
勢
い

だ
。
ご
く
一
部
の
感
染
者
が
多
く

の
人
に
広
め
て
い
る
と
み
ら
れ
、

さ
ら
な
る
拡
大
を
食
い
止
め
る
た

め
に
国
は
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者

の
集
団
）
の
封
じ
込
め
に
重
点
を

置
く
。

国
内
で
初
の
感
染
が
分
か
っ
た

の
は
１
月
中
旬
。
神
奈
川
県
に
住

む

代
の
中
国
人
男
性
で
、
中
国

・
武
漢
市
に
滞
在
歴
が
あ
っ
た
。

当
初
は
中
国
と
接
点
が
あ
る
人
を

中
心
に
感
染
者
が
増
加
。
横
浜
港

に
停
泊
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
で
は

７
０
０
人
を
超
え
る
集
団
感
染
が

発
生
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
で

感
染
が
急
増
、
国
内
で
感
染
経
路

が
不
明
な
例
が
出
現
し
、
感
染
は

国
内
発
生
の
段
階
に
入
っ
た
。

現
在
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
ク
ラ
ス
タ
ー
だ
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
換
気
の
悪
い
閉
鎖
空
間

で
少
数
の
人
が
多
く
の
人
に
感
染

さ
せ
て
、
小
規
模
な
集
団
感
染
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
か
ら
連
鎖
的
に
広
が
っ
て

感
染
が
大
規
模
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
国
は
危
機
感
を
強
め
て

い
る
。

厚
生
労
働
省
は
国
立
感
染
症
研

究
所
な
ど
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
班
を
設
置
。
対
策
班
を

自
治
体
に
派
遣
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
を
把
握
、
拡
大
の
連
鎖
を

絶
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
、

高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
人
は
重
症

化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
国
内
の

死
亡
例
は

代
以
上
に
集
中
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
院
内
感
染
は
も

と
よ
り
、
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
厳
重

な
警
戒
が
必
要
だ
。

た
だ
ど
こ
ま
で
ク
ラ
ス
タ
ー
を

追
え
る
の
か
は
不
透
明
で
、
国
の

専
門
家
会
議
も
「
踏
み
と
ど
ま
っ

て
い
る
」
と
す
る
綱
渡
り
状
態
が

続
く
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的

大
流
行
）
と
な
っ
た
今
、
国
内
で

抑
え
込
め
て
も
海
外
か
ら
流
入
す

る
懸
念
が
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
だ
。

日

▽
通
過

関
税
定
率
法
改
正
案
、
市
町

村
合
併
特
例
法
改
正
案
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
改
正
案
、養
豚
農
業
振
興
法
改
正
案
、

土
地
基
本
法
改
正
案
、
在
外
公
館
の
名
称

・
位
置
な
ら
び
に
在
外
公
館
勤
務
外
務
公

務
員
給
与
法
改
正
案
、
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事

業
特
別
措
置
法
改
正
案
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
等
改
正
案
、
２
０
２
０
年
度
Ｎ
Ｈ

Ｋ
予
算
承
認
案
件
（
以
上
衆
院
）
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▼

道
府
県
の
除
雪
費
支
援

国
土
交
通
省
は

日
、
今
冬
の
道

路
除
雪
費
の
支
援
と
し
て
、

道
府

県
の
自
治
体
に
国
費
計
１
３
６
億
円

を
配
る
と
発
表
し
た
。
作
業
員
の
人

件
費
や
凍
結
防
止
剤
の
購
入
費
な
ど

で
国
が
３
分
の
２
を
負
担
す
る
。

道
府
県
別
で
配
分
額
が
最
も
多
い

の
は
北
海
道
の

億
円
。
次
い
で
新

潟
が

億
円
、
岩
手
が

億
円
だ
っ

た
。
他
の
東
北
５
県
は
４
億
〜
８
億

円
だ
っ
た
。
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本
部
長
に
千
野
氏

宮

城

県

警

◇
警
察
庁
人
事
（
４
月
３
日
）
東
北
管

区
警
察
局
長
（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
理
事
）
世
取
山
茂
▽
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
理
事
（
宮
城
県
警
本
部
長
）
松

岡
亮
介
▽
宮
城
県
警
本
部
長
（
官
房
付
）

千
野
啓
太
郎

辞
職

東
北
管
区
警
察
局
長
中
川
正
浩

【
東
北
管
区
警
察
局
長
】

世
取
山

茂
氏
（
よ
と
り
や
ま
・

し
げ
る
）
東
大
卒
。

年
警
察
庁
。
捜
査

２
課
長
、
茨
城
県
警

本
部
長
な
ど
を
経

て
、

年
１
月
か
ら
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
理
事
。

歳
。
群
馬
県

出
身
。

【
宮
城
県
警
本
部
長
】

千
野

啓
太
郎
氏
（
ち
の
・
け
い

た
ろ
う
）
東
大
卒
。

年
警
察
庁
。
埼
玉

県
警
刑
事
部
長
、
香

川
県
警
本
部
長
な
ど

を
経
て
、

年
１
月
か
ら
地
方
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会
監
事
。

歳
。

東
京
都
出
身
。

会
長
に
池
辺
氏

原

燃

日
本
原
燃
（
青
森
県
六
ケ
所

村
）
は

日
、
取
締
役
会
を
開

き
、
非
常
勤
の
会
長
に
、
電
気

事
業
連
合
会
（
電
事
連
）
会
長

で
九
州
電
力
社
長
の
池
辺
和
弘

氏

を
選
任
し
た
。

日
に

退
任
し
た
勝
野
哲
氏

の
後

任
。
原
燃
の
会
長
職
は
慣
例
的

に
電
事
連
会
長
が
就
い
て
い

る
。

印

マ
ホ
関
税
で

パ
ネ
ル
設
置
要
請

日
本

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

政
府
は

日
、
イ
ン
ド
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
関
連
製
品

の
関
税
を
不
当
に
引
き
上
げ
て

い
る
と
し
て
、
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
対
し
、
裁
判
の

「
一
審
」
に
当
た
る
紛
争
処
理

小
委
員
会
（
パ
ネ
ル
）
の
設
置

を
要
請
し
た
と
発
表
し
た
。

イ
ン
ド
は
国
内
産
業
保
護
を

重
視
す
る
モ
デ
ィ
政
権
誕
生
後

の
２
０
１
４
年
か
ら

年
に
か

け
、
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
用
基

地
局
な
ど
の
関
税
を

〜

％

引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に

年
度

の
予
算
案
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
製

品
の
関
税
引
き
上
げ
を
盛
り
込

ん
で
い
る
と
い
う
。

日
本
は
、
こ
れ
ら
の
品
目
に

つ
い
て
無
課
税
を
約
束
し
て
い

る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
協
定
に
違
反
す
る

と
主
張

昨
年
５
月

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

イ
ン
ド
と
の
２
国
間
協
議
を
要

請
し
た
が
、解
決
し
な
か
っ
た
。
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(４)２０２０年(令和２年)３月２０日(金曜日) (４)２０２０年(令和２年)３月２０日(金曜日)


